研修出張申請書及び予算書

研修様式２

医療法人　青仁会　理事長　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

	
	理事長
	印
	所属長
	印
	部門長
	印

	出張Ｎｏ．
	
	
	
	
	
	

	出張申請者
	田中　蘭
	印
	施設名
	南山苑
	職種
	介護福祉士

	出張目的
	第14回青森老人保健研究会参加の為

	出張先
	青森市　ぱ・る・るプラザ青森

	出張先住所
	青森市柳町1-2-14
	電話番号
	017―　721　―　3335

	期間
	平成　17年　10月　16日（日　）から平成　　年　　月　　日（　）まで

	出張予定

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
	経費予定

	
	研修費
	月日
	科　　　目
	金額

	
	
	2/23
	参加費
	18,000

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	研修費の支払方法を明確に
	

	
	研修費小計　　　　　　　　　　　　　①
	

	
	交通費
	月日
	区　　　間
	金額

	
	
	2/22
	八戸～新大阪(往復)
	50,500

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	交通費小計　　　　　　　　　　　　　②
	

	
	宿泊費
	月日
	宿泊先
	金額

	
	
	2/22
	
	8,400

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	宿泊費小計　　　　　　　　　　　　　③
	

	
	日当費
	日当支給該当期間
	日数
	金額

	
	
	
	
	

	
	日当費小計　　　　　　　　　　　　　④
	

	
	出張予定経費　①＋②＋③＋④＝
	
	
	
	
	
	
	


	理事長承認　　／　　→　所属長確認　　／　　→　申請者確認　　／　　→　本部　　／


研修様式3

出張経費支払書

出張No.　　　　　　　所属　　　　　　　　　職名　　　　　　　　氏名　　　　　　
期間　H　　　年　　　月　　　日から　H　　　年　　　月　　　日
申請経費　　　　　　　　　　　　　　　円
１）支払予定日　　月　　日　　　　　円（　　　　　）・支払日　　月　　日・受領サイン　　　

２）支払予定日　　月　　日　　　　　円（　　　　　）・支払日　　月　　日・受領サイン　　　

３）支払予定日　　月　　日　　　　　円（　　　　　）・支払日　　月　　日・受領サイン　　　

１）～３）合計　　　　　　　　　　　　　円　①

　　　　　　 精算報告金額　　　　 　　　　　　　　　円　②
（研修様式４）

　

４）精算日　　　　精算金額　②－①　　　　　　円　支払日　　　月　　　日・受領サイン　　　　
５）その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　）　支払日　　　月　　　日・受領サイン　　　　

研修様式４

出張進捗状況確認票

	申請の流れ
	精算書の流れ
	報告書の流れ

	理事長承認

（※本部へ）

所属長承認

申請者確認

コピーを所属長へ

（※本部へ）

本部経費払出

本部保管
	／

／

／

／

／
	所属長確認

（※本部へ）

本部申請書添

理事長確認

本部精算処理

本部保管
	／

／

／

／

／
	所属長確認

理事長承認

課長回覧

（※本部へ）

本部保管

部門発表
	／

／

／

／

／


研修様式５

出張復命旅費精算報告書

出張No.　　　　　　　　　所属　南山苑　　　　職名　介護　　　氏名　竹内　健太　　　

目　的　青森県老人保健研究会の研修の為

期　間　H17年　10月　16日　（　　1日間）

使用金額　27,960円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の通り出張しましたので復命精算します

報告者　竹内　健太　印
医療法人　青仁会

理事長　　千葉　潜　殿
	理事長
	所属長

	使用明細書
	
	
	

	科　　　目
	金　　　　額
	備　　　　　考

	研修費①
	2,0000
	受講料（1人2000円×10名）

	　　　②
	
	

	交通費①
	5,040
	八戸駅～青森駅(片道2名分)

	　　　②
	1,660
	みちのく有料道路（往復）

	③
	1,260
	駐車場代（6時間分）

	　　　④
	
	

	宿泊費①
	
	

	　　　②
	
	

	日　当①
	
	

	その他①
	
	

	　　　②
	
	

	合　　計
	27,960
	


１・領収書添付のこと。

２・帰着後、速やかに提出のこと。

研修等参加希望書
研修様式1
	理事長
	所属長

	研修名及び主催者

	研修名　通所事業サービスとケアプランセミナー

	主催者　保健・医療・福祉サービス研究会

	

	

	期間

	平成１５年　２月２３日(日)

	

	場所

	大阪市大広新大阪ビル

	

	

	研修内容

	ケアプラン作成と効果的なサービスの進め方

	通所サービスにおける個別ケアの実践と効果的な人材育成の実際

	

	

	

	参加の希望理由　　　　　　　　平成15年１月　23日　職員及び氏名　高成　恵里　印

	今回、ケアプランセミナーに参加し、現在当苑でも見直しを行っているケアプラン作成について学んで

	来たいと思います。特に通所リハビリテーションにおける効果的な個別ケアプランの策定とカンファレ

	ンスの進め方を学び、今後当苑でも活かしていけるよう、また、自己知識の向上の為このセミナーの参

	加を希望致します。

	

	

	

	部門長等の推薦　　　　　平成　　年　　月　　日　職員及び氏名　　　　　　　　　　　印

	

	

	

	

	

	

	


1. 研修の資料となる、案内書、申込書等を添付

2. 研修様式2添付すること

3. 部門長に推薦は必ず受けること

	　　　　　　　　    研 修 報 告
	　　　　　　　　　　　　　

理事長
	所属長

	　所属　　南山苑　　　　　　　　　職種　介護福祉士　　　　　　氏名　田中　蘭

	　期間　　　　平成　17年　10月　16日　

	　　出張目的　第14回　青森県老人保健研究会　　

	　　出張先　　ぱ・る・るプラザ青森　　　

　　研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）



	<考察>

	今回、青森県老人保健研究会に参加させて頂き、様々なケースに対する事例発表を聞き参孝にな

	る事、又南山苑での取り組みについての見直しの機会となりました。

	南山苑での発表に共感し、同じ悩みを抱えている施設があり、私達が春から取り組んでいる教務改

	善・意識改革について話し合う場があれば、より改善・改革につなげていく事が出来るのではない

	かと考えます。この半年で三大介護については変わったと実感できるのですが、利用者様との関わ

	りがまだ不足しているのが事実です。業務を円滑に進める事も大事ではあると思うのですが、私達

	と利用者様とのふれあいの場はそれより重要な事だと考えます。職員が椅子に腰を掛け、ゆっくり

	話を聞いてあげる事の大切さが私達の次の大きな目標なのではないかと思います。

	どのケアにも言える事なのですが、一人の職員だけではケアは成り立たないものです。職員間の

	連携が重要視されます。しかし、まだ連携しているとは言いがたいのが現状です。密な連携をとっ

	ていく為には何が必要であるのか考えた時、一人一人の意識の問題にぶつかります。同じ方向に意

	識を向ける事は容易な事ではありません。介護観・看護観はそれぞれに違います。その事によって。

	連携が成り立たないという事もあると私は考えます。しかしそれではケアは出来ません。この他職

	種との連携についても今後も課題になるのではないかと思います。

	特別講演で、介護保険の見直しについて話されましたが、介護保険の見直しに伴いケアの質の

	向上に向けて取り組んでいかなければならない今、介護予防の取り組みによっても質の向上

	につながると思います。今後南山苑でも介護予防を導入していきますが、もっとたくさんの知識を

	身につけ個々に合った介護予防を提供していきたいと考えます。

	　参考になった発表は一つは米ぬかを使った保湿です。南山苑でも掻痒感がある方がいるのです

	が、米ぬか100gを温湯500mlに溶かし、ガーゼでこした液を入浴後全身に塗擦した結果、3ヶ月後

	には皮膚落屑は消失し、6ヶ月後には皮膚に潤いがみられ皮膚色も明るくなり、掻痒感が消失した

	というものでした。これは米ぬかに含まれる脂溶性成分が皮脂となじみ、乾燥を改善できた事で

	防衛機能の向上につながり、その事が外的刺激から受けるダメージを最小限にするものでした。

	その方の皮膚の状態の観察から乾燥肌に対する皮膚の乾燥防止につなげたこの対応方法は南山苑

	でも是非取り入れたいとおもいました。高齢になると、皮膚の乾燥は著しく増えます。掻痒感は

	私達でもなんとも言えない歯がゆさがあります。その部分に着目し、利用者様の不快を取り除いた

	このケアは心にのこりました。もう一つは口紅とマニキュアを取り入れた事例です。この事例は

	グループホームでも取り組みだったのですが、女性としてのキレイでいたいという気持ちを引き出

	したものでした。女性は化粧や、服装でのお洒落によって今までおっくうになり参加しなかった

	ものが、みんなにみてもらいたい・褒められたい、そしてキレイと言われることで積極性が出て

	くるものであると考えられます。南山苑では、入浴の着替え集めはほとんどの方が職員が選び、

	それを着ていただいてます。衣類を選ぶことの楽しさがあってもいいのではないかと思います。

	一緒に選ぶ・又は自分で着たいものを選ぶという行動について私達も考えなければならないと感じ

	

	ました。日常の楽しみを増やし、その方の個性・生活の背景が現れるものではないのかとも考えら

	れます。誰でも自分の事を褒められると嬉しく感じるものです。それは何歳になってもです。

	そういう部分が私達の中で抜けていると思います。私達の仕事はただ不足している部分を助けるだ

	けではなく、このような少しの変化の機会をつくり、その方の笑顔を引き出す事が介護というもの

	なのではないのかと考えます。今回初めてこのような研究会に参加しましたが、他施設の取り組み

	を聞き、とてもいい刺激となりました。このような機会があればまた参加したいと思います。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	＜演題１＞

	入所者の生活リズムの改善を目指して　　～余暇時間での取り組み～

	介護老人保健施設　あしたばの里　黒石

	重度の認知症13名中8名が昼夜逆転や不穏、精神不安定などの症状を呈する方がいる。そこで、

	昼夜逆転傾向にある入所者数名を対象とし、改善を目指す

	＜方法＞

	・日中の余暇時間でのレクリエーション活動の取り組みを工夫。・居酒屋の開催（苑内）

	・散歩・歌・ご飯等を自ら盛り付け（家事手伝い）・19：30からの夜間入浴の実施

	・夜のアロマオイル（ヒーリング音楽、ホットミルク）

	以下のことを行い、活動の参加状況の経過観察と夜間の睡眠状態の観察を3ヶ月にわたり、試行・

	記録する。眠剤は使用しない。

	＜結果＞

	昔　（数字は月平均の不眠・独語）　　　　　　

１３

７

１８

１０

１５

１０

６

１５

A氏

B氏

C氏

D氏
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H氏

現在

０

０

８

２

１

０

３

３

A氏

B氏

C氏

D氏

E氏

F氏

G氏

H氏



	実施前は眠剤を使い月平均6～１８日不眠・徘徊・リネンいじり・独語があった方々が3ヶ月後

	には、日中の傾眠や不穏などの軽減も見られ、生活リズムの改善に確かな手応えを感じる事がで

	きた。レク・ナイトケアをやる事により睡眠につながり利用者の表情も良くなった。

	＜演題２＞米ぬかで素肌美人に！！

	介護老人保健施設　しらかみの里

	乾燥肌は高齢者に多く当施設入所者の８０％にもみられ、掻痒・乾燥落屑が認められた。そこで

	私達は、現在化粧品にもその成分が利用されている。米ぬかを保湿剤として使用することを試み

	皮膚落屑の改善に試みた。

	＜方法＞

	・80名の利用者のうち、特に乾燥が強い15名をピックアップ。

	・週１回の写真撮影、観察。

	・米ぬか100ｇをお湯500ccに溶かし、ガーゼでこした液を入浴後全身に塗擦。

	・入浴がない日は、午前・午後1回ずつ塗布する。

	米ぬかは職員の実家・地域の方々から無料で集めコストはほとんどかかっていない。

	＜結果＞

	３ヵ月後・・・皮膚落屑は消失した。

	６ッ月後・・・皮膚に潤いがみられ皮膚色も明るくなり、掻痒感が消失した。

	痒いとの訴えがなくなり、夜眠れるようになった。肌に弾力性が増えた。

	全員に効果を得られた。保水性が増加した。

	

	＜考察＞

	米ぬかに含まれる脂溶性成分が皮脂となじみ、乾燥を改善できた事で防衛機能の向上につながっ

	た。その事が外的刺激から受けるダメージを最小限のものとし、掻痒を消失できたと考える。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　

